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　 ス ケ ジ ュ
ール パ フ ォ

ーマ ン ス の 個人差に つ い て

の 研 究には 2 つ の流れが ある。ス ケジ ュ
ール パ フ

a−一マ ン ス が類似する被験者に共通する行動特性

を探るもの （例えば、Harzeza　 1984）と、 何 らか の

行動特性が異なる被験者間で ス ケ ジ ュ
ール パ フ ォ

ー
マ ン ス を比較する もの である （例えば、van 　den

Broek　et 　a1 ．，1987）。 しか し これ らは い ずれ も行

動 と行勸の相関研究で ある 。 行動 分析 の 本領は相

関分析にあるの で はなく制御変数の 同定にある 。

したが っ て 、個人差の 行動分析的研 究に課 され て

い るの は、その 制御変数を明 らか にする こ とで あ

ろう。

　本研究で は 、定間隔（fixed−interva1；FI）ス ケ ジ

ュ
ー

ル パ フ ォ
ー

マ ン ス の 個人差に影響する変数を

探索 した。FI 特有の 反応パ タ ン で あるス キ ャ ロ ッ

プやブ レ
ー

ク ア ン ドラ ン は広く種 を超えた普遍性

が認 められ て い る。 しか し、人間の 場合は
一

定の

高反応率が保たれる者 と、強化後はほ とん ど反応

が生 じずに 1、2 反応で 強化子が 呈示される者とに

分かれ る こ とが多 く、個人差が大きい こ とが知 ら

れて い る （Lowe，1979）。

　あるス ケジ ュ
ール と並行 して別 の活動が行える

か どうかは 、そ の ス ケジュ
ー

ル 下 の行動に大きな

影響を及ぼす とい われ る 。 例えば、Barnes　＆　Keenan

（1993）では、並立活動として、雑誌を読んだ りテ

レ ビ を見 るこ とがで きる ときには、大学生 の FI

ス ケ ジュ
ー

ル で の 反 応が ス キ ャ ロ ッ プ で あ っ た の

に対 し、そ の ような活動が で きな い ときには、低

率パ タ ン にな っ た 。 また 、
Poppen （1972，1982）で

は、FI ス ケジ ュ
・一

ル に別の ス ケジ ュ
ール が並 立 し

た り、 そ の ス ケジ ュ
ール の 値が変化する こ とに よ

っ て、FI 反応パ タ ン も変化 した 。
こ れ らの 並立随

伴性は、　FI パ フ Xt一マ ン k の個人差に も影響を及

ぼ して い る と考 える こ とは で きない だろ うか 。

　本研 究で は、並立す る他の ス ケジ ュ
ー

ル が FI

パ フ ォ
ーマ ン ス の 個人差に及ぼす影響を検討 した 。

　　　　　　　　 ＜方法 ＞

1．実験 1

  破験者 ：大学生 8 名（年齢 互9 − 26 歳）。

  装置 ： タ ッ チ パ ネル 付きディ ス プ レ イ モ ニ タ
ー

の 中央に 円を呈示 し、こ の 円へ の 接触反応を換金

可能な得点で 強化 した 。

  手続き ：FI3es、　FI90s、　 FIl80s ス ケジ ュ
ー

ル

を、1セ ソ シ ョ ン あた り 1 回ずつ ラン ダム に呈示

した。

2．実験 2

  被験者 ： 大学生 5 名（年齢 且8− 25歳）。

  装置 1 単
一

ス ケ ジ ュ
ー

ル の ときには モ ニ ターの

中央左 に円を 且っ 呈示 し、並立 ス ケ ジ ュ
ール の と

きには モ ニ タ
ー

の 中央左 右に 円を 1 つ ずっ 呈示 し

た 。

  手続き ： FI30s、c ・ ncFI30sEXT 。c・ncFI3esVIIOg ．、

concFI30sVIgOs を 1セ ッ シ ョ ン あた り 1回ず つ ラ

ン ダム に呈示 した 。

3．実験 3

  被験者 ： 大学生 7名 （年齢 18−−20 歳）。

  装置 ：実験 2 と同 じで あっ た。

  手 続 き ： FI30s、concFI30sV 亙30s （10）、　 c 。nc

FI30sVI30s（10 ）を 豆セ ッ シ ョ ン あた り弖回ずつ ラ

ン ダム に呈示 した 。
2 っ の 並立 ス ケ ジ ュ

ール は，

號 強化得点を 10 点と 1    点 とに した。FI 強化得

点は常に 鵬 点で あ っ た。

　　　　　　　 〈結果 と考察 〉

  実験 1

　 全捧反応率は、4 名が高反応率、4 名が低反応率

で あっ た。高反応率群は強化後反 応体止 （PRP）が
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ない の に対 して、低反応率群の それは長 く、FI 値

の系統的な増加に比 例 して い た。反応パ タン を表

す quarter −life（QL）と、　 index　of 　curvature （IC）

は 、 高反応率群 で低く、低反応率群では高か っ た。

高反応率群がイ ン タバ ル を通 して
一

定の 高い 反応

率を維持 した の に対 し 、 低反応率群はイ ン タバ ル

の 終盤で急激に反応率が上昇 した 。

　 3 つ の FI パ フ ォ
ー

マ ン ス にお ける 、 全体反応率、

PRP 、　 Qし、　 IC の それぞれで相関係数を求めた とこ

ろ、すべ て の組み合わせにおい て有意な正 の 相関

が認め られた。

  実験 2

　実験手続きの不備の ため、1 名のデータを以 下

の 分析か ら除外 した 。 全体反応率は、 concFI30s

VI10s で急激に減少 した 。 これは、こ の 条件で VI

操作体へ 独 占的に反応が集中したため で ある。 FI

パ フ ォ
ー

マ ン ス の 個人差が条件の 変化に よっ て ど

う影響を受 けるか を検討するた めに 、全体反応率、

PRP、　 QL、　 IC に つ い て 条件ご との 全被験者の 中央

値と四分領域を求めた。 しか し 四分領域の大きさ

と条件 との 間には
一

貫 した傾向は見 られ なか っ た。

  実験 3

　全体反応率、PRP、　 QL、　 IC につ い て 条件ごとの

中央値と四分領域を求めた。 条件間で 四分領域の

大 きさに違 いはなか っ た。各条件で の 全体反応率、

PRP、　 QL、　 IC で相関係数を求めたとこ ろ 、 そ の ほ

とん どが有意な正 の相関を示 した。

　実験 1、2、3 の 単
一 FI30sの 全体反応率、　PRP，

QL、　IC の 中央値 と四分領域を図 1か ら 4 に示す。

実tw　1に比 べ 、実験 2
、

・3 の 各測度の 四分領域が小

さか っ た。

　　　　　　　　〈総合考察 〉

　個体内で検討する限 り、並立 ス ケジュ
ール は、

Fl パ フ ォ
ー

マ ン ス の 個人差に影響 を及ぼ さない

とい う結果が得られた （実験 2 および 3）。それに

も関わ らず、単
一 FI30sでの各測度の 四分領域は、

実験 1 に比べ て 実験 2、3 で小 さか っ た 。 並立 ス ケ

ジ ュ
ール は 、スケジ ュ

ー
ル 成分を越えて 、 そ の 並

立ス ケ ジュ
ー

ル の 存在しない FI ス ケ ジ ュ
ー一ル 下

の パ フ ォ
ー

マ ン ス の個人差に影響 した とい えるの

か もしれ ない。
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図1　 奚験1、2、3の F！30sにおける
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図 2　 筴験 1、2、3の ”3esに お け

　 　 る中央値と四 分領域（PRP ）
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図3　 実験t、2 、 3の M30sにおけ る

　 　　中央値と四分領域 （QL）
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図4　 実験1、2．3の Fl30sに おけ る

　　　 申央値と四分領域 （io）

一93一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


